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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン
（３ヵ月決算型） 

 

 
 

第62期（決算日：2020年１月10日） 

第63期（決算日：2020年４月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン

（３ヵ月決算型）」は、去る４月10日に第63期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第62期～第63期

の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／不動産投信  特化型  

信託期間 無期限（2004年６月22日設定） 

運用方針 

主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファン
ド2004受益証券への投資を通じて、わが国の
金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券への投資を行
い、信託財産の中長期的な成長を目標として
運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファ
ンド2004受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
している（上場予定を含みます。）
不動産投資信託証券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

投資信託証券への実質投資割合
に制限を設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

投資信託証券への投資に制限を
設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

分配方針 

毎年４回決算（原則として１、４、７、10月の
各10日。ただし、10日が休業日の場合は翌営
業日とします。）を行い、基準価額水準、市況
動向等を勘案して分配を行う方針です。 
ただし、分配対象収益が少額の場合には、分
配を行わないことがあります。 

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

◆ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信
用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けて
おり、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える
可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高
いものを、特化型としています。 

◆ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資します。わ
が国の金融商品取引所に上場している不動産投資信託証券には、寄
与度が10％を超える又は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在す
るため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当該支配的な
銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな
損失が発生することがあります。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり

の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期の運用で主眼においたポイントをご説
明させていただきます。

■投資環境
・当作成期首から2020年２月中旬にかけての国内
ＲＥＩＴ市況は、米中間をはじめとする世界的
な貿易摩擦問題や、新型肺炎感染拡大の状況に
世界の株式市場が左右される展開となりました
が、低金利環境下において相対的に高い配当利
回りが期待できることなどが評価されて底堅く
推移しました。しかし２月下旬以降は、新型肺
炎の世界的な感染拡大懸念を受けて大幅に下落
する展開となりました。

■ポートフォリオ構築についての考え方
・当作成期においては、米中間をはじめとする世
界的な貿易摩擦問題や、その行方に伴って変化
する国内外の景気見通しや金利動向、そして
2020年に入ってからは新型肺炎の感染拡大の状
況に世界の株式市場が左右される展開となりま
した。一方、２月中旬頃までの国内ＲＥＩＴ市
況はこうした外部環境に大きな影響を受けるこ
となく、オフィス・ビルの空室率低下や賃料上
昇など実物不動産市場が堅調に推移しているこ
とや、低金利環境下において相対的に高い配当
利回りが期待できることなどが評価されて底堅
く推移しました。しかし、その後は、新型肺炎
の感染拡大などから、それまでの想定よりも長
期にわたる経済活動の世界的な停滞が意識され
て投資家のリスク回避姿勢が一段と強まり、当
作成期末にかけて国内ＲＥＩＴ市況も株式市場
と同様に大幅な調整を余儀なくされる展開とな
りました。
・こうした状況下、ファンドの運用にあたっては、
配当利回りや投資口価格純資産倍率（ＰＢＲ）
などのバリュエーション、また物件ポートフォ
リオのクオリティなどに着目し、安定した分配
金が見込め相対的に割安と考えられる銘柄への
投資ウェイトを高めた運用を行ってまいりまし
た。銘柄選別におきましては、業績動向や各種
バリュエーションのみならず、金融政策の動向
や市場の流動性なども勘案しました。

■運用環境の見通しおよび今後の運用方針
・足下では、新型肺炎の感染拡大による先行き不
透明感の高まりが投資家のリスク許容度低下を
招く状況が継続していることもあり、当面は値
動きの荒い展開を想定しています。一方で新型
肺炎による影響の深刻度に応じた各国の財政・
金融政策の発動による景気刺激も引き続き期待
できることから、国内ＲＥＩＴ市況も投資家の
センチメント改善を伴いつつ徐々に落ち着きを
取り戻していくとみています。
また、用途別にみると、テナント売上や利益に
連動する変動賃料の減少などが想定され得るホ
テルや商業施設セクターに対しては、慎重に対
応する必要もあると考えます。他方、新型肺炎
の世界的な感染拡大が本格的な景気後退に繋が
らなければ、その他の用途に属する各Ｊリート
の業績への悪影響は今のところ限定的と考えま
す。
・このような市場環境に対する想定のもと、物流
や小売など大口テナントの業界動向に加えて、
スポンサーのサポート体制にも着目しつつ、Ｊ
リート各社に対する綿密な調査を継続すること
により、個別銘柄ごとの業績動向や中長期的な
成長性を慎重に見極めて選別投資を行い、パ
フォーマンスの向上に努めてまいります。

株式運用部
ファンドマネージャー
黒木　康之

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

54期(2018年１月10日) 4,763 180 4.4 3,239.61 4.1 98.4 102,137 

55期(2018年４月10日) 4,656 180 1.5 3,313.08 2.3 98.1 97,038 

56期(2018年７月10日) 4,678 180 4.3 3,456.85 4.3 98.6 96,473 

57期(2018年10月10日) 4,552 180 1.2 3,493.18 1.1 98.7 93,250 

58期(2019年１月10日) 4,494 180 2.7 3,584.49 2.6 98.5 91,064 

59期(2019年４月10日) 4,536 180 4.9 3,778.56 5.4 98.6 90,906 

60期(2019年７月10日) 4,735 120 7.0 4,064.84 7.6 98.5 94,937 

61期(2019年10月10日) 5,178 120 11.9 4,577.86 12.6 98.8 102,818 

62期(2020年１月10日) 4,874 120 △ 3.6 4,424.86 △ 3.3 98.7 94,848 

63期(2020年４月10日) 3,542 120 △24.9 3,244.00 △26.7 97.9 68,922 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）とは、東京証券取引所に上場している不動産投資信託全銘柄を対象として算出した東証ＲＥＩＴ指数に、

分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。東証ＲＥＩＴ指数の商標に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は東

京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は東証ＲＥＩＴ指数の内容の変更、公表の停止または商標の変更もしくは使用の停止を行

う権利を有しています。東京証券取引所は東証ＲＥＩＴ指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断に対して、責任を負い

ません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第62期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年10月10日 5,178 － 4,577.86 － 98.8 

10月末 5,229 1.0 4,625.77 1.0 98.3 

11月末 5,185 0.1 4,584.30 0.1 98.1 

12月末 5,025 △ 3.0 4,450.34 △ 2.8 97.4 

(期  末)      

2020年１月10日 4,994 △ 3.6 4,424.86 △ 3.3 98.7 

第63期 

(期  首)      

2020年１月10日 4,874 － 4,424.86 － 98.7 

１月末 5,081 4.2 4,608.85 4.2 97.6 

２月末 4,672 △ 4.1 4,218.40 △ 4.7 97.5 

３月末 3,789 △22.3 3,343.59 △24.4 96.3 

(期  末)      

2020年４月10日 3,662 △24.9 3,244.00 △26.7 97.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

運用経過
第62期～第63期：2019年10月11日～2020年４月10日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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参考指数：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 62 期 首 5,178円
第 63 期 末 3,542円
既払分配金 240円
騰 落 率 －27.5％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ27.5％（分配金再投資ベース）の
下落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

低金利環境下において相対的に高い配当利回りが期待できること
などが、一時的な基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

新型肺炎の世界的な感染拡大懸念などが、基準価額の下落要因と
なりました。

下落要因

銘柄要因
上位４銘柄・・・三井不動産ロジスティクスパーク投資法人、日本ロジスティクスファンド投資

法人、ケネディクス・レジデンシャル・ネクスト投資法人、ＳＯＳｉＬＡ物流
リート投資法人

下位５銘柄・・・ユナイテッド・アーバン投資法人、オリックス不動産投資法人、日本リテール
ファンド投資法人、アクティビア・プロパティーズ投資法人、野村不動産マス
ターファンド投資法人

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

第62期～第63期：2019年10月11日～2020年４月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月
決算型）
主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザー
ファンド2004受益証券を通じて、わが国
の金融商品取引所に上場している（上場
予定を含みます）不動産投資信託証券
（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資しています。Ｊ
－ＲＥＩＴの実質組入比率は高水準
（90％以上）を維持しました。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
銘柄選定およびポートフォリオの構築は
主に、定性的評価・定量的評価を経て
行っています。
定性的評価については、事業内容および
財務内容などの分析を中心に行い、定量
的評価においては、キャッシュフロー、
配当利回り、ＰＢＲなどの分析を行いま
した。

組入銘柄数は50～54銘柄程度で推移させ
ました。
主な売買動向については、物流施設や住
宅をポートフォリオの中心にしており業
績安定性が相対的に高い大和ハウスリー
ト投資法人のウェイトを引き上げたこと
や、業績動向と各種バリュエーションの
相対的な割安度を勘案してフロンティア
不動産投資法人のウェイトを引き下げた
ことなどが挙げられます。

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は下落しました。
当作成期首から2020年２月中旬にかけて
は、米中間をはじめとする世界的な貿易
摩擦問題や、新型肺炎感染拡大の状況に
世界の株式市場が左右される展開となり

ましたが、低金利環境下において相対的
に高い配当利回りが期待できることなど
が評価されて底堅く推移しました。しか
し２月下旬以降は、新型肺炎の世界的な
感染拡大懸念を受けて大幅に下落する展
開となりました。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

第62期～第63期：2019/10/11～2020/４/10

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）
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0.0

第62期
2019/10/10 ～
2020/１/10

第63期
2020/１/10 ～
2020/４/10

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第62期
2019年10月11日～2020年１月10日

第63期
2020年１月11日～2020年４月10日

当期分配金（対基準価額比率） 120（2.403％） 120（3.277％）

当期の収益 27 35

当期の収益以外 92 84

翌期繰越分配対象額 1,920 1,837

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月
決算型）
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004受益証券の組入比率は、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準を維持
する方針です。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
ＲＥＩＴの組入比率については、運用の
基本方針にしたがい、引き続き高水準
（90％以上）を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーショ
ン、また物件ポートフォリオのクオリ
ティ等に着目し、安定した分配金が見込
め相対的に割安と思われる銘柄への投資
ウェイトを高めた運用を行います。
今後の国内ＲＥＩＴ市況は、新型肺炎の
感染拡大による先行き不透明感の高まり
が投資家のリスク許容度低下を招く状況
が継続していることもあり、当面は値動
きの荒い展開を想定しています。一方で
新型肺炎による影響の深刻度に応じた各
国の財政・金融政策の発動による景気刺
激も引き続き期待できることから、中期
的には投資家のセンチメント改善を伴い
つつ徐々に落ち着きを取り戻していくと
みています。このような市場環境に対す
る想定のもと、物流や小売など大口テナ

ントの業界動向に加えて、スポンサーの
サポート体制にも着目しつつ、ＲＥＩＴ
各社に対する綿密な調査を継続すること
により、個別銘柄ごとの業績動向や中長
期的な成長性を慎重に見極めて選別投資
を行い、パフォーマンスの向上に努めて
まいります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

2019年10月11日～2020年４月10日

１万口当たりの費用明細

項目
第62期～第63期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 26 0.553 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (13) (0.277) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (12) (0.249) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.028) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.022 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (1) (0.022)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 27 0.577

作成期中の平均基準価額は、4,777円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.10％です。

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.50％

運用管理費用（投信会社）
0.55％

総経費率
1.10％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年10月11日～2020年４月10日) 

 

銘 柄 
第62期～第63期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 1,038,633 3,520,688 3,317,787 10,913,042 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年10月11日～2020年４月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004＞ 

区       分 

第62期～第63期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 15,787 4,645 29.4 19,586 5,299 27.1 

平均保有割合 87.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004＞ 

種     類 
第62期～第63期 

買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 1,617 

 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

 

項 目 第62期～第63期 
売買委託手数料総額（A） 20,955千円 
うち利害関係人への支払額（B） 5,682千円 

（B）／（A） 27.1％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年４月10日現在) 

 

銘 柄 
第61期末 第63期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 27,950,547 25,671,393 68,627,336 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年４月10日現在) 

項 目 
第63期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 68,627,336 95.9 

コール・ローン等、その他 2,908,077 4.1 

投資信託財産総額 71,535,413 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第62期末 第63期末 

2020年１月10日現在 2020年４月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 97,619,896,984   71,535,413,924   

 コール・ローン等 649,978,476   578,077,534   

 三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004(評価額) 94,645,112,542   68,627,336,390   

 未収入金 2,324,805,966   2,330,000,000   

(B) 負債 2,771,752,129   2,612,916,763   

 未払収益分配金 2,335,394,581   2,334,923,354   

 未払解約金 157,795,671   37,917,760   

 未払信託報酬 277,783,432   239,404,825   

 未払利息 681   521   

 その他未払費用 777,764   670,303   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 94,848,144,855   68,922,497,161   

 元本 194,616,215,160   194,576,946,197   

 次期繰越損益金 △ 99,768,070,305   △125,654,449,036   

(D) 受益権総口数 194,616,215,160口 194,576,946,197口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,874円 3,542円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第62期 第63期 

2019年10月11日～ 
2020年１月10日 

2020年１月11日～ 
2020年４月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △         56,034   △         33,975   

 受取利息 727   994   

 支払利息 △         56,761   △         34,969   

(B) 有価証券売買損益 △  3,218,705,904   △ 22,727,079,938   

 売買益 161,102,488   613,480,268   

 売買損 △  3,379,808,392   △ 23,340,560,206   

(C) 信託報酬等 △    278,561,196   △    240,075,128   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  3,497,323,134   △ 22,967,189,041   

(E) 前期繰越損益金 9,476,412,024   3,419,479,337   

(F) 追加信託差損益金 △103,411,764,614   △103,771,815,978   

 (配当等相当額) (   29,701,870,303)  (   30,178,432,789)  

 (売買損益相当額) (△133,113,634,917)  (△133,950,248,767)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 97,432,675,724   △123,319,525,682   

(H) 収益分配金 △  2,335,394,581   △  2,334,923,354   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 99,768,070,305   △125,654,449,036   

 追加信託差損益金 △103,411,764,614   △103,771,815,978   

 (配当等相当額) (   29,714,029,483)  (   30,191,517,477)  

 (売買損益相当額) (△133,125,794,097)  (△133,963,333,455)  

 分配準備積立金 7,669,265,619   5,562,309,473   

 繰越損益金 △  4,025,571,310   △ 27,444,942,531   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 198,581,749,160円 

作成期中追加設定元本額 24,481,451,048円 

作成期中一部解約元本額 28,486,254,011円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.3542円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は125,654,449,036円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年10月11日～ 
2020年１月10日 

2020年１月11日～ 
2020年４月10日 

費用控除後の配当等収益額 528,248,176円 699,895,983円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 29,714,029,483円 30,191,517,477円 

分配準備積立金額 9,476,412,024円 7,197,336,844円 

当ファンドの分配対象収益額 39,718,689,683円 38,088,750,304円 

１万口当たり収益分配対象額 2,040円 1,957円 

１万口当たり分配金額 120円 120円 

収益分配金金額 2,335,394,581円 2,334,923,354円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第62期 第63期 

１万口当たり分配金（税込み） 120円 120円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・ 2020年１月１日以降の分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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